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Ⅰ．環境経営方針

　　　丸山硝子株式会社は、ガラスという建築資材を通して「限りなく

　　　省エネを追求する職能集団です」のもと地球環境の保全が人類共通の

　　　最重要課題であることを認識し、事業活動を通して技術的及び経済的

　　　可能な範囲で積極的、継続的に環境保護活動に取り組んでいきます。

　　　 関係者の見解に配慮します。　　

　　　　　　　①　省エネルギー化を推進し、二酸化炭素の排出抑制に努めます。

　　　　　　　②　全ての廃棄物を分別して再資源化に努めます。　

　　　　　　　③　環境に配慮した製品への提案と省資源に努めます。

　　　　　　　④　グリーン購入及びコスト削減に努めます。

改定日

　 　　テーマとして取り組みます。

 環境理念

環境経営方針

 　１．事業活動、製品、サービスに関わる環境保全の継続的改革及び環境

　 　　汚染の未然防止について努め、企業の社会的責任を遂行します。

 　２．環境に関連する法令や規制及びその他の要求事項を遵守し、利害

 　３．社員全員が積極的に環境保全に関心を持ち、下記の事項を重点活動

 　４．この環境経営方針は、社内外に公表し、全ての社員に周知徹底し、

　　　　代表取締役社長　丸山　隆則　

　 　　活動する事を誓います。

　環境経営方針の実現により、美しい地球を子孫の為に残せるよう継続します。　

　　　　２０１０年９月１５日

　　　　丸山硝子株式会社

　　　　２０２０年９月２０日

 　５．環境経営の継続的改善を推進します。

(３)



改定日　： 2022年11月1日
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代表者
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社員数 ２６名
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対象範囲 全組織　・ 全活動

環境経営システム組織図

山崎　光治丸山　晴美 黒岩　登

1983年9月

総務課 工場 営業

環境事務局

　　社 長　丸山　隆則　　　　　　　　　

Ⅱ.　事業活動の概要

　４５０７．２㎡

Ｅ－ｍａｉｌ　 　：　haru575@gmail.com

丸山　隆則

小林　敦夫

丸山　晴美

事業規模

工事現場

本社・工場

Ｗｅｂページ　：　http//maruyama-gr.jp/

環境管理責任者

小林　敦夫

EA21推進委員会

代表者

丸山　晴美

（アルミ建材、ガラス、加工・販売・各種工事）　太陽光発電事業

中萱発電所
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Ⅲ．環境経営目標とその実績
３．１ 環境経営目標

２０２１年度（第４０期）の活動期間は、2021/10～2022/9 間として

新年度「２０２２年度（第４１期）」は、２０２２年１０月～

①電力使用量の削減

　　全体活動として各部門毎に照明、冷暖房、生産設備使用の高効率化運転

　　を実施展開する。

2022年度 2023年度 2024年度
目標 実績 目標 実績 目標 目標 目標

75.9 1％削減 2％削減 3％削減

kwh/百万円 67.6 48.7 66.8 57.0 65.1 64.5 63.8

②化石燃料の削減

　　製品の配送、暖房、社用車等、事業活動で消費している化石燃料を節約

　　し、二酸化炭素の排出量を削減する。

2022年度 2023年度 2024年度
目標 実績 目標 実績 目標 目標 目標

化石燃料の削減 1％削減 2％削減 3％削減

ガソリン   28.9 Ｌ 25.7 13.5 25.4 13.5 18.5 18.3 18.1

軽油 6.1 Ｌ 5.4 5.4 5.3 5.4 8.6 8.5 8.4

灯油   7.7 Ｌ 6.8 3.4 6.7 3.4 4.1 4.0 3.9

138.1 122.9 91.9 121.5 100.1 109.4 108.3 107.2

2022年度 2023年度 2024年度
目標 実績 目標 実績 目標 目標 目標

50% 63% 64.6% 64% 65.1% 65% 66% 67%

④一般廃棄物量の削減

　　可燃物ゴミは全て焼却しているが、裏紙の使用、リサイクル可能紙の分別を実施し

　　可燃ゴミの削減と紙のリサイクル化を推進する。

2022年度 2023年度 2024年度
目標 実績 目標 実績 目標 目標 目標

1％削減 2％削減 3％削減

3518 kg 3201 2126 3166 1705 2089 2068 2047

2022年度 2023年度 2024年度
目標 実績 目標 実績 目標 目標 目標

1％削減 2％削減 3％削減

674 ㎥ 600 191 593 387 383 379

⑥有益な環境影響の取り組み

2022年度 2023年度 2024年度
目標 実績 目標 実績 目標 目標 目標

・環境配慮設計製品を提案する。 受注件数 受注件数 受注件数

320　件 355 305 360 268 75件以上 75件以上 75件以上

⑦コスト削減

　　ペアガラス製品の不良品の削減し、環境経営コスト軽減を目指す。

2022年度 2023年度 2024年度
目標 実績 目標 実績 目標 目標 目標

コスト削減 24件 発生件数 発生件数 発生件数

ペアガラス製品　不良品の削減 発生件数 24 以下 18 24件以下 24件以下 24件以下

⑧環境経営システムに関わる取組整備

　　環境パフォーマンスの目標達成を目指して環境経営システムの継続的改善を図る。

2022年度 2023年度 2024年度
目標 実績 目標 実績 目標 目標 目標

環境経営システムに関わる

　　取組整備　　　(実施率％） 42.2% 78% 84.7% 79% % 80% 81% 82%

11％削減 12％削減

2009年度基準

単位：生産高比【kg-CO2/百万円】　但し、二酸化炭素排出量（2018：中部電力0.485kg-CO2/kwh）（2018：関西電力0.509kg-CO2/kwh）

2020年度 2021年度

2021年度

11％削減 12％削減

・日常業務用品等の購入品で

グリーン化可能商品を整理する

アウトプット項目 2011年度基準

・2009年度実績比11％削減する。

⑤用水の節約

リサイクル化を推進する。

インプット項目 2010年度基準

③グリーン購入の促進

インプット項目
2021年度

　　日常業務用品等の購入の際には、環境負荷の少ない物品を意識して購入する。

単位：ℓ/百万円

電力使用量の削減

二酸化炭素の排出量

インプット項目

2009年度基準
2020年度

2020年度

2020年度 2021年度

9％削減 10％削減

2009年度基準
2020年度 2021年度

　　生活用水の節約と環境配慮への意識の高揚を図る。

・可燃ゴミの削減と紙の

アウトプット項目

11％削減 12％削減

取組項目 2010/2011年度基準
2020年度 2021年度

・節水活動と環境配慮への

意識の高揚を図る。

2021年度

現状
把握

2020年度基準取組項目

取組項目 2009年度基準
2020年度 2021年度

2020年度

（基準値：2016 ～2018年度平均）

（基準値：2016 ～2018年度平均）

（基準値：2016 ～2018年度平均:2110kg）

（基準値：2016 ～2018年度平均:391㎥）

（目標改定）　（基準値：2021年度：75件以上）

（目標改定）　（基準値：2020年度：24件以下）

(５)



３．２ 環境への負荷実績
　　　当社の業務内容から環境負荷としては、主に総エネルギー投入量、総物質投入量、水資源

　　　投入量、温室効果ガス排出量、総製品生産量又は総製品販売量、廃棄物等の総排出量、

　　　総排水量等が該当する。

１）コア指標

項　　　目 単位 2020年度 2021年度

総エネルギー投入量 MJ 1,525,708 1,698,415

生産量当たり MJ/ton 1,254 1,396

生産高当たり MJ/百万 774 862

従業員当たり MJ/人 58,681 67,937

床面積当たり MJ/㎡ 391 435

項　　　目 単位 2020年度 2020年度

総二酸化炭素排出量 Kg-CO2 94,047 103,912

生産量当たり Kg-CO2/ton 105 101

生産高当たり Kg-CO2/百万 48 53

従業員当たり Kg-CO2/人 3,762 3,997

床面積当たり Kg-CO2/㎡ 23 25

２）環境負荷サブ指標項目

単位 2020年度 2021年度

購入電力 MJ 574,238 70,255

化石燃料 MJ 951,470 28,108

合　計 MJ 1,525,708 98,363

総物質投入量 資源投入量 ｔ 1,152 1,740

上水 ｍ3 0 0

地下水 ｍ3 191 391

【温室効果ガス排出量】【二酸化炭素】 Kg-CO2 94,047 103,912

総製品生産量又は 製品生産量 ｔ 898 1,031

総製品販売量 環境負荷低減に資する製品 ｔ

容器包装使用量 ｔ

再生利用 ｔ 1 2

熱回収 ｔ

その他 ｔ

公共用水域 ｍ3 191 391

BOD mｇ/l

【水資源投入量】

【廃棄物等総排出量】

【総排水量】

①総エネルギー投入量

②総二酸化炭素排出量

環境負荷サブ指標項目

総エネルギー投入量

(６)



３．３ 環境への取組状況
　　　当社が関係する環境保全に関する個々の施策毎に、おおむね実施している場合は２点、
　　一部実施している場合は１点、未実施の場合は０点として、各施策毎に集計し、環境保全
　　に関する施策の実施度合いを評価しました。
　　　従って、当社に於いて施策を全て実施している場合は、実施度合い１００％に
　　なります。

22.10.11

実施度合

％

Ⅰ 省エネルギー 135 150

Ⅱ  省資源 38 54

Ⅲ 水の効率的利用及び日常的な節水 21 30

Ⅳ 化学物質使用量の抑制及び管理 37 34

231 268 86.2

Ⅰ 温室効果ガスの排出抑制、大気汚染等の防止　 92 98

Ⅱ
廃棄物（建設副産物等）の排出抑制、リサイクル、
適正処理

126 144

Ⅲ  排水処理、水質汚濁等の防止　 18 24

Ⅳ その他生活環境に係る保全の取組等 6 6

242 272 89.0

Ⅰ グリーン購入（環境に配慮した物品等購入使用等） 32 46

Ⅱ
施工・販売・提供する製品及びサービスにおける
環境配慮

50 52

82 98 83.7

Ⅰ
生物多様性の保全と持続可能な利用のための
取組

0 0

Ⅱ 環境コミュニケーション及び社会貢献 15 36

Ⅲ
施主・事業主における建設物の増改築、解体
にあたっての環境配慮

6 6

21 42 50.0

全分類項目 576 680 84.7

　　　全体的に実施度合が向上している。今後の取組では、特にその他に関する項目

　　　

事務所及び建設現
場等の事業活動へ
のインプットに関す

る項目

小計

小計

【自己チエック実施日　：　

分類項目 施　　　　　　　策
評価結果の

点数
満点の場合

の点数

事務所及び建設現
場等の事業活動へ
のアウトプットに関

する項目

小計

製品及びサービス
に関する項目

　　・当社は少数精鋭の組織で環境保護活動をスタートさせ、鋭意に取り組んでおり、

　　　について注力し促進させたい。

その他に関する項目

小計

合計

環境への取組結果

(７)



Ⅳ．主な環境経営活動計画の内容

①電力使用量の削減

基準

電力使用量の削減 2009年度

75.9
活動の内容：

②化石燃料の削減

化石燃料の削減 2009年度 単位：ℓ/百万円

・ガソリン 28.9 25.4
・軽油 6.1 5.3
・灯油 7.7 6.7

活動の内容：

138.1

165,688.0

基準

2010年度
50%

④一般廃棄物量の削減

基準
一般廃棄物量の削減 2011年度

活動の内容：

③ 紙のリサイクルを促進する。

基準
用水の節約 2009年度

593 ㎥
活動の内容：

⑥有益な環境影響の取り組み

基準

・環境配慮設計製品を顧客提案・受注 基準変更

⑦コスト削減

基準

・ペアガラス製品の不良品の削減 2020年度発生件数

24件 24件以下
活動の内容：

基準

環境経営システムに関わる取組整備 2009年度
42.2%

活動の内容：　 ① 環境保全会議を毎月１回開催し活動進捗状況問題点を審議確認する。
② 従業員に対し啓発教育を行い、環境保全活動に積極的な参加を促す。

基準

インプット項目

インプット項目

③ 各、生産設備で長時間使用しない設備の電源切断を励行する。

2021年度目標

・2009年度実績比 12％削減する。

① アイドリングストップ、空吹かしストップ。

③ 凍結防止時の水量調節をする。

 121.5 kg-CO2/百万円以下にする。

③グリーン購入の促進

2009年度
二酸化炭素の排出量

（電力使用量・化石燃料）  145805.4 kg-CO2 以下にする。

インプット項目 2021年度目標

リサイクル化を推進する。

2021年度目標

・2009年度実績比 12％削減する。

② 配送の効率化。
③ ストーブの効率的使用。

ℓ/百万円（単位）以下にする。

　66.8 kwh/百万円以下にする。
① 不用な照明はこまめに消灯する。
② 冷暖房の運用ルールを決め温度管理を徹底する。

⑦環境経営システムに関わる取組整備

意識の高揚を図る。
① 一人一人の意識の徹底。
② 水の流しっぱなしをしない。

取組項目 2021年度目標
・2020年度発生件数以下

674　㎥

・取組評価結果　：79％以上
(実施率％）

⑤用水の節約

3518　kg

① 情報共有による再発防止に努める。
② 製作機械の点検を行う。

取組項目 2021年度目標

・受注件数の把握

3166 kg以下にする。

但し、二酸化炭素排出量（2018年度：中部電力0.485kg-CO2/kwh）（2018年度：関西電力0.509kg-CO2/kwh）

・2009年度実績比 12％削減する。

インプット項目

・日常業務用品等の購入品で
グリーン化可能商品を整理する

2021年度目標

アウトプット項目 2021年度目標

・可燃ゴミの削減と紙の

・グリーン化商品の購入率を64％にする。

① 可燃物ゴミの分別を励行する。
② 裏紙の使用を励行する。

・節水活動と環境配慮への

取組項目 2021年度目標

・2011年度（30期）の数値を元に10％削減す
る。

(８)



Ⅴ．環境経営活動の取組結果の評価

５．１ 環境保全活動結果

①電力使用量の削減

2021年度目標 実績値 評価結果

電力使用量の削減 (太陽光発電量は含まない） kwh/百万円

66.8 57.0

②化石燃料の削減

2021年度目標 実績値 評価結果

化石燃料の削減

Ｌ：ℓ/百万円

・ガソリン   28.9 Ｌ 25.4  　  12.8 Ｌ

・軽油 　6.1 Ｌ 5.3  　　 6.8 Ｌ

・灯油   7.7 Ｌ 6.7 　　  3.9 Ｌ （移動量要因）

138.1 121.5 89.4

　　日常業務用品等の購入の際には、環境負荷の少ない物品を意識して購入する。

2021年度目標 実績値 評価結果

④一般廃棄物量の削減

2021年度目標 実績値 評価結果

一般廃棄物量の削減

3166 kg 1705 kg

アウトプット項目 2021年度目標 実績値 評価結果

用水の節約 12％削減

593.0 391 ㎥

⑥有益な環境影響の取り組み

2021年度目標 実績値 評価結果

・環境配慮設計製品を提案する。 受注件数の

把握

⑦コスト削減

2021年度目標 実績値 評価結果

・ペアガラス製品の不良品の削減 発生件数

24件以下

⑧環境経営システムに関わる取組整備

2021年度目標 実績値 評価結果

環境経営システムに関わる EMS

　　取組整備　　　(実施率％） 79%以上 84.7%
〇

〇

〇

△

〇

　　但し、　CO2排出係数（2018：中部電力0.485kg-CO2/kwh）（2018：関西電力0.509kg-CO2/kwh）

・2009年度実績比 　12％削減する。

・2009年度実績比 　12％削減する。

アウトプット項目

単位：生産高比【kg-CO2/百万円】　　　

⑤用水の節約

インプット項目

・日常業務用品等の購入品で

グリーン化可能商品を整理する
64 ％

・節水活動と環境配慮への意識の高揚を図る。

取組項目

75 件 -

取組項目

18 件 〇

活動期間　：　2021/10～2022/9 間

〇

取組項目

アウトプット項目

・可燃ゴミの削減と紙のリサイクル化を推進

二酸化炭素の排出量

インプット項目

③グリーン購入の促進

65.1 ％ 〇

(９)



５．２ 環境への取組評価結果
　　　　各環境保全に関する評価方法は、３．３項「環境への取組状況」まとめ表に
　　　記載しています。

Ⅵ．　環境保全活動のその他の取組内容
①太陽光発電によるCO2削減の取組

本社　事務所・工場　（高圧） kwh
本社他　工場　（低圧）
中萱太陽光発電所　（高圧）

二酸化炭素の概算削減量（Kg-CO2/年間） ｔ

Ⅶ． 経営者による全体の評価・見直し・次年度の取組内容

化石燃料使用量の削減　1％削減 廃棄物1％削減

　2021年度受注件数以上

　　(75件以上）

コスト削減 ・情報共有による再発防止

　2020年度発件数以下 ・製作機械の定期点検

　　（24件以下）

具体的施策

①節電運動の展開

・選定品目の購入

・節水スローガンの設定し、

購入遵守率65％以上

・不用物の分別ルール化

・購入品目の選定事務用品のグリーン購入

・不用物の現状把握

・３Ｒの取り組み

(4.1 ℓ/百万円)

環境経営目標 具体的施策 環境経営目標

節水1％削減

②運休設備電源切断徹底

781.2kWh/百万円（年）

③小まめな不用照明ＯＦＦ

(使用量　：　387　ｍ3)

廃棄物の削減と

３Ｒの推進。

総量：2089 kg

省資源

 手洗い、洗面用水を節水。

二酸化炭素排出量の削減

総量：131247.9 kg-CO2

単位：生産高比【kg-CO2/百万円】

累積（ｔ-CO2）

【最終目的として達成させる】

【目　的】

　　結果、化石燃料の削減以外は年間目標を達成することができ、大変喜ばしい。
　　目標未達成項目を太陽光発電により温室効果ガス放出抑制量が補い、持続可能な社会の
　　実現に貢献できた。

取組項目
太陽光発電量

環境に優しい製品の受注）

有益な環境影響

の取り組み

・環境ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽの提案・受注

（二重サッシ・ペアガラス等の

　・軽油　　：　　10297.0ℓ

(8.6ℓ/百万円)

　・灯油　　：　　4863.9ℓ

発電出力

・工程用水の節水

・啓蒙による節水の徹底

　・ガソリン：　22244.3ℓ

④目標数値見直し

実績値

1,290,666

電力使用量の削減

65.1kWh/百万円（月）

３）次年度の取組内容

10.94 kg-CO2/百万円以下 【年間総排出量　：　131.3 ｔ-CO2】

・アイドリングレスの励行と順守

・空ふかし、急発進、急停車

・暖房温度設定の励行と順守

生産高比　1％削減

(18.5ℓ/百万円)

625.9

175.0　kw
41.8　kw

　　全員で取組み努力していく。

923.1　kw

太陽光設置による年間電力削減量（kwh）×CO2排出係数（2018年：中部電力0.485kg-CO2/kw）より算出

２）第40期での目標未達成項目についてはもちろんのこと、新たな環境経営目標に向かって

１）エコアクション２１の活動を通じて継続的に取組み、目標を達成するために努力した

【手 段】 
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順守評価

廃掃法 一般及び産業廃棄物の保管、運搬・処分の委託、管理票運用 遵守

騒音・振動規制法 敷地境界線上の騒音測定（ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ） 遵守

消防法 少量危険物の貯蔵と取扱、届出 (灯油） 遵守

産業廃棄物の有効利用の協力、促進 遵守

リサイクル法 家電、自動車等の廃棄時の適切処理 遵守

グリーン購入法 環境配慮物品の購入推進 遵守

水質汚濁防止法 油類漏洩し、水質汚濁時の措置、届出 遵守

　　 　　なお、関係当局よりの違反等の指摘は、現在及び過去３年間ありません。

Ⅷ．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

７．１適用される環境関連法規制

要　求　事　項

資源有効利用促進法

        当社の事業活動に伴い適用される環境関連法規等は、次の通りです。
関連法

  　 　当社の小林環境管理事務局が適切に監視測定を実施しており、環境関連法規への
　 　　違反はありません。

７．２環境関連法規への違反はありません。

内  容 過去３年間の結果 

法律違反の有無 無 

  訴訟の有無 無 
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